


太
田
寛
一
氏
銅
像
建
立
期
成
会
会
長 

士
幌
町
農
業
協
同
組
合
組
合
長
理
事 

昭
和
六
十
年
十
一
月
十
三
日
建
立 

は
大
正
四
年
に
十
勝
国
川
西
村
で
誕
生
、
首
席
で
尋
常
高
等 

小
学
校
を
卒
業
し
帯
広
参
組
を
経
て
士
幌
産
業
組
合
に
奉
職 

自
か
ら
開
拓
農
民
と
し
て
開
墾
の
困
難
を
も
体
験
、
同
志
と 

連
盟
の
誓
を
た
て
理
想
農
村
づ
く
り
に
専
念
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
二
十
八
年
若
冠
三
十
九
歳
で
組
合
長
に
な
ら
れ
、
終 

始
一
貫
し
て
農
家
経
済
の
確
立
と
農
協
事
業
の
有
機
的
結
合 

こ
そ
農
協
組
織
本
来
の
使
命
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
畑
作
、 

酪
農
を
中
心
に
生
産
、
加
工
、
消
流
機
能
の
密
着
化
に
献
身
、

農
村
工
業
を
興
し
高
付
加
価
値
農
業
を
実
現
し
、
文
字
通
り 

士
幌
町
農
業
協
同
組
合
の
『
中
興
の
英
主
』
で
あ
り
ま
し
た
。

 

こ
の
間
常
に
各
分
野
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
『
使
命 

に
生
き
使
命
に
死
す
』
を
信
条
と
し
て
北
の
炎
を
燃
や
し
続 

け
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
七
年
五
月
、
二
十
九
年
間
に
亘 

る
農
協
組
合
長
を
勇
退
、
総
べ
て
の
公
職
を
辞
さ
れ
地
の
塩 

と
し
て
生
き
る
情
愛
を
後
進
の
撫
育
に
か
け
て
お
ら
れ
、
昭 

和
五
十
九
年
十
一
月
、
北
の
巨
星
お
つ
る
が
如
く
六
十
九
歳 

の
生
涯
を
閉
づ
る
ま
で
「
農
村
ユ
ー
ト
ピ
ア
建
設
」
に
身
命 

を
賭
し
て
情
熱
を
傾
注
さ
れ
ま
し
た
。 

 

氏
は
比
類
な
き
先
見
性
を
も
ち
清
廉
潔
白
、
実
直
律
儀
、 

誠
実
英
邁
な
人
格
、
深
思
広
視
野
、
時
代
即
応
施
策
の
剛
直 

 

行
の
信
念
、
人
間
愛
に
溢
れ
る
稀
有
の
正
義
漢
で
あ
り
、 

こ
の
偉
大
な
足
跡
は
筆
舌
に
尽
せ
ま
せ
ん
。 

 

こ
こ
に
全
組
合
員
、
役
員
、
職
員
及
び
関
係
者
有
志
の
総 

意
に
よ
り
そ
の
功
績
、
偉
業
を
敬
慕
し
、
崇
高
無
比
な
そ
の 

精
神
を
永
く
後
世
に
伝
え
た
い
と
の
思
い
を
こ
め
茲
に
氏
の 

銅
像
を
建
立
し
ま
す
。 
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